
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵された各釘ストリップがその前端部を構成する釘及びその後端部を構成する釘を有
するように互いに対し横に並んだ関係で複数の釘ストリップを貯蔵するための複数の寄せ
集められた釘を含む少なくとも一つの釘ストリップを収容しかつこれらの釘を前記釘スト
リップから個々にかつ連続的に駆動するように適合された釘打ち込み工具と共に使用する
ためのマガジンであって、細長いものであり、しかも出口端部、反対側端部及びその片面
に沿った側方レールを有し、この出口端部には、前記側方レールに最も近くに配置された
貯蔵釘ストリップを送り込むときに通る出口が備わっており、中に貯蔵された各々の釘ス
トリップの各釘が頭部及びシャンク部を有しているマガジンにおいて、
　フレームを具備し、
　更に、前記貯蔵釘ストリップを該マガジンの前記側方レールに向けて付勢するための付
勢手段を具備し、
　更に、該マガジンの前記出口端部近くの前進位置と該マガジンの前記反対側端部近くの
引っ込み位置との間で前記フレームに沿って移動可能な送り部材を具備し、該送り部材が
前記引っ込み位置まで移動させられた後でこの引っ込み位置から解除された時に前記レー
ルの最も近くに位置付けされた前記貯蔵釘ストリップの後端部を構成する前記釘と係合す
るための釘係合部分を有し、斯くして送り部材が前記引っ込み位置から前記前進位置に向
かって移動させられた時点で前記係合された釘を有する前記釘ストリップをマガジンの前
記出口に向かって送り込むようになっており、
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　更に、前記送り部材を前記前進位置に向けて付勢するためのばね手段を具備し、該ばね
手段は、マガジンの前記出口端部近傍の位置で前記フレームに取り付けられた前端部と、
前記送り部材に取り付けられこの送り部材と共に移動可能である後端部とを有し、該ばね
手段は、前記送り部材が前記引っ込み位置に向かって移動させられるにつれて巻きが解か
れ、この送り部材が前記前進位置に向かって移動されるにつれて再び巻かれ、この送り部
材が前記前進位置から前記引っ込み位置まで移動させられた の前記側方レ
ールに最も近い所に配置された貯蔵釘ストリップとマガジン内に貯蔵された次の釘ストリ
ップとの間で長手方向に介在させられるように配置される、釘打ち込み工具用のマガジン
。
【請求項２】
　前記送り部材が、マガジンの前記側方レールに最も近い所に配置された貯蔵釘ストリッ
プの前記釘のいくつかの前記シャンク部とマガジン内に貯蔵された次の釘ストリップの前
記釘のいくつかの前記シャンク部との間に挿入され、この送り部材が前記前進位置から前
記引っ込み位置まで移動されるときに前記ばね手段を誘導するための楔部分を有する、請
求項１に記載の釘打ち込み工具用のマガジン。
【請求項３】
　前記送り部材は、該送り部材が前記前進位置から前記引っ込み位置まで移動されるとき
にマガジンの前記側方レールとマガジンの前記側方レールに最も近い所に配置された前記
釘ストリップの前記釘のいくつかの前記シャンク部との間に置かれるレール係合部分を有
する、請求項２に記載の釘打ち込み工具用のマガジン。
【請求項４】
　前記送り部材の前記レール係合部分と前記ばね手段とが、マガジンの前記側方レールに
対し夫々ほぼ平行に配置されたほぼ平行な平面内に配置される、請求項３に記載の釘打ち
込み工具用のマガジン。
【請求項５】
　該マガジンは、前記側方レールとは反対側に配置された開放側部を有し、
　該マガジンの前記側方レールに向けて前記貯蔵釘ストリップを付勢するための前記付勢
手段は、作動位置と非作動位置間で移動可能な付勢部材を備え、該作動位置で該付勢部材
はマガジンの前記開放側部を通って延び、マガジンの開放側部に最も近くに配置された貯
蔵釘ストリップに対して付勢され、前記非作動位置では該付勢部材は前記複数の釘ストリ
ップがマガジンの開放側部を通ってマガジン内に装填され得るようにするべくマガジンの
開放側部から離れて配置されており、マガジンの前記側方レールに向けて前記貯蔵釘スト
リップを付勢するための前記付勢手段は更に、前記作動位置で前記付勢部材を係合離脱可
能な形で掛止するための手段と、前記付勢部材が前記作動位置で掛止されたときに前記マ
ガジンの前記開放側部の最も近くに配置された貯蔵釘ストリップに対して前記付勢部材を
付勢するための手段とを備える、請求項１に記載の釘打ち込み工具用のマガジン。
【請求項６】
　更に、前記貯蔵釘ストリップの下に配置された床部材と、
　異なる長さの釘シャンク部を収容するべく複数の位置のいずれか一つに調節可能な形で
位置付けできるように前記フレーム上に前記床部材を調節可能な形で取り付けるための手
段とを具備する、請求項１に記載の釘打ち込み工具用のマガジン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、空気駆動式又は燃焼駆動式であり得る釘打ち込み工具と共に使用するためのマ
ガジンに関する。マガジンは、互いに並んだ関係で複数の釘ストリップを貯蔵するように
配置される。本発明は、送り部材を付勢するためのみならず、マガジンの側方レールに最
も近い貯蔵釘ストリップとマガジン内に貯蔵された次の釘ストリップとの間で長手方向に
引張られるように機能するばね板を含むばね機構によって特徴付けられる。
【０００２】
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【従来の技術】
Wagdy の米国特許明細書第４，５９７，５１７号の中で例示されているように、このよう
なマガジンの送り要素を付勢するためにばね板を含む所謂ネガタばね機構（ negator spri
ng mechanism）を利用することが知られている。ばね板は、送り要素が引っ込められるに
つれて巻きが解かれ、送り要素が前進させられるにつれて再び巻かれるように配置される
。しかしながらこの米国特許明細書第４，５９７，５１７号で開示されている通り、マガ
ジンはいつでも一度に一つの釘ストリップのみを収容すると思われる。
【０００３】
空気駆動式又は燃焼駆動式であり得る、釘打ち込み工具と共に使用するための所謂ボック
スマガジンは、 Fiedler の米国特許明細書第３，２６６，６９７号、 Baumの米国特許明細
書第３，４３７，２４９号、 Wandel他の米国特許明細書第３，５０４，８４０号、 Baumの
米国特許明細書第４，７４８，３０６号及び Shafer他の米国特許明細書第５，０３８，９
９３号を含む様々な先行特許の中で例示されている。ボックスマガジンは、互いに並んだ
関係で複数の釘ストリップを貯蔵するように配置されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述の特許においては、かかるボックスマガジンからかかる打ち込み工具内へと個別にか
つ連続的に釘ストリップを送り込むための複雑な空気式又は機械式機構が開示されている
。従ってこのような釘ストリップを送り込むためにより単純な機構を利用する改良型マガ
ジンに対するニーズが存在し、本発明はこのようなニーズに対処するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上述のニーズに対応して、本発明は、空気駆動式又は燃焼駆動式であり得かつ複数の寄せ
集められた釘を含む釘ストリップを収容し釘ストリップから個々にかつ連続的に釘を打ち
込むように配置されている、釘打ち込み工具と共に使用するためのマガジンを提供する。
マガジンは、互いに並んだ関係にこのような複数の釘ストリップを貯蔵するように配置さ
れる。細長いものであるこのマガジンは、その片側に沿って出口端部、反対側端部及び側
方レールを有する。出口端部は、マガジンの側方レールに対し最も近い貯蔵ストリップが
送り込まれるときに通る釘出口を有する。本発明に従うと、マガジンは、新規の要領でば
ね板を含むばね機構を利用する。
【０００６】
概して、マガジンは、フレーム、マガジンの側方レールに向けて貯蔵ストリップを付勢す
るための手段、及び出口端部の近傍の前進位置と反対側端部近傍の引っ込み位置との間で
フレームに沿って移動可能な送り部材を含んで成る。送り部材は、引っ込み位置まで移動
された後解放された時点でマガジンの側方レールに最も近い貯蔵ストリップの後端部を構
成する釘を送り込むように適合されている。送り部材は、それが引っ込み位置から前進位
置に向かって移動された時点で、係合された釘を有するストリップを出口に向かって送り
込むように適合されている。
【０００７】
更に、マガジンは、送り部材を前進位置に向けて付勢するためのばね板を有するばね機構
を内含する手段を含んで成る。ばね板は、マガジンの出口端部近傍でフレームに取り付け
られた前端部と、送り部材に取り付けられ且つ送り部材と共に移動可能である後端部とを
有する。ばね板は、送り部材が引っ込み位置に向かって移動するにつれて巻きが解かれ、
送り部材が前進位置に向かって移動するにつれて再び巻かれるように配置される。ばね板
は、有利には、貯蔵ストリップの釘のシャンク部に対してほぼ平行をなす軸線を中心にし
て巻きが解かれたり再び巻かれるように配置されることができる。ばね機構は、好ましく
はネガタばね機構であり得るが、時計ばね機構であってもよい。
【０００８】
本発明の特徴として、ばね板は、送り部材が前進位置から引っ込み位置まで移動させられ
た時点で、マガジンの側方レールに最も近い所にある貯蔵ストリップとマガジン内に貯蔵
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された次のストリップとの間で長手方向に引張られるように配置されている。好ましくは
、ばね板は、送り部材が前進位置から引っ込み位置まで移動された時点でマガジンの側方
レールに最も近い貯蔵ストリップの釘の頭部とマガジン内に貯蔵された次のストリップの
釘の頭部との間で長手方向に引張られるように配置されている。
【０００９】
好ましくは、送り部材は、マガジンの側方レールに最も近い貯蔵ストリップの釘のいくつ
かのシャンク部とマガジンの中に貯蔵された次のストリップの釘のいくつかのシャンク部
との間に押し込まれ、送り部材が前進位置から引っ込み位置へと移動された時点で分離し
たストリップの間にばね板を導くように配置された楔部分を有する。好ましくは、送り部
材は、送り部材が前進位置から引っ込み位置まで移動された時点でマガジンの側方レール
との間に押し込まれるように配置されたレール係合部分を有する。好ましくは送り部材は
、側方レールに最も近い釘ストリップの内のいくつかの釘のシャンク部を側方レールとの
間に閉じ込めるように適合された釘閉じ込め部分を有する。
【００１０】
マガジンが側方レールと反対側の開放側部を有する実施態様においては、マガジンの側方
レールに向けて貯蔵されたストリップを付勢するための手段には、作動位置と非作動位置
間で移動可能であり、この作動位置では開放側部を通って延び開放側部に最も近い貯蔵ス
トリップに対して付勢されておりかつこの非作動位置ではこのような釘ストリップが次に
開放側部を通ってマガジン内に装填され得るようにするべく除去される付勢部材；作動位
置にて係合離脱可能な形で付勢部材を掛止するための手段；及び付勢部材が作動位置で掛
止された時点で開放側部に最も近い貯蔵ストリップに対して付勢部材を付勢するための手
段が含まれている。好ましくは、前述の実施態様において、付勢部材は、作動位置と非作
動位置間で旋回可能な形で移動できるように、フレームに対し旋回できる形で取り付けら
れる。
【００１１】
上述の実施態様では、マガジンは更に、貯蔵ストリップの下に位置するように配置され異
なる長さの釘シャンク部を収容するべく複数の位置のいずれにでも調節可能な形で位置付
けされ得るようにフレームに取り付けられた床部材を含んで成り、ここで付勢部材は、掛
止手段によって掛止された時点で前記位置のいずれにでも床部材を掛止するように、又掛
止手段により係合離脱された時点で床部材を係合離脱させるように配置されている。好ま
しくは、前述の実施態様において、付勢部材は、作動位置と非作動位置間で旋回可能な形
で移動できるようにフレームに対して旋回可能な形で取り付けられる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら本発明の好ましい実施例について説明する。
図面に示されるように、複数の寄せ集められた釘１４を備えた公知の型式の釘ストリップ
１２を受容するように配置され、かつ釘ストリップ１２から釘１４を個別にかつ順次打ち
込むように配置された気体圧によって動力駆動される釘打ち込み工具１０には、本発明の
好ましい実施例を構成するマガジン２０が備えられる。各釘１４は頭部１４ａとシャンク
部１４ｂとを有する。各釘ストリップ１２の釘１４群は、シャンク部１４ｂの両側上の紙
テープ１６を介して互いに連結されている。本発明によれば、マガジン２０は、後述する
ようにネガタばね機構 (negator spring mechanism)３０を新規な仕方で使用する。
【００１３】
釘ストリップ１２は、イリノイ州 Vernon Hillsの  ITW Paslode（ Illonois Tool Works In
c.の一ユニット）から  PASLODE（商標）なる商標名で市販されている釘ストリップと同様
である。マガジン２０は、このような複数の釘ストリップ１２を互いに並んだ関係で貯蔵
するように配置される。マガジン２０は細長く、このマガジン２０は、出口端部２２と、
反対側端部２４と、マガジン２０の一側に沿って配置された側方レール２６とを有する。
出口端部２２は釘出口（図示しない）を有し、側方レール２６に最も近い貯蔵ストリップ
１２がこの釘出口を通して送り込み可能となっている。マガジン２０は側方レール２６と
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反対側に開放側部２８を有する。
【００１４】
ここで図示されかつ説明される事柄を除いて、釘打ち込み工具１０は、 Golschの米国特許
明細書第４，９３２，４８０号に開示されている気体圧によって動力駆動される釘打ち込
み工具とほぼ同様であり、かつ上述の  ITW Paslodeから  PASLODE（商標）なる商標名で市
販されている気体圧によって動力駆動される釘打ち込み工具とほぼ同様であることができ
る。なお、上述の米国特許明細書第４，９３２，４８０号の開示内容は、参照されること
によって本明細書中に組み込まれる。この代わりにマガジン２０は、  ITW Paslodeから  I
MPULSE（商標）なる商標名で市販されている燃焼によって動力駆動される釘打ち込み工具
により例示されるような、燃焼によって動力駆動される釘打ち込み工具と共に使用される
ことができる。
【００１５】
マガジン２０は、側方レール２６を備えたフレーム４０と、貯蔵ストリップ１２を側方レ
ール２６に向けて付勢するための後述する付勢手段５０と、フレーム４０の側方レール２
６に沿って、出口端部２２の近傍の前進位置と反対側端部２４の近傍の引っ込み位置との
間で移動可能な送り部材６０とを具備する。側方レール２６は側方レール２６の下方でフ
レーム４０に固定される。送り部材６０は指で係合可能なタブ６２を有し、このタブ６２
により、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置に手動で移動されることが可能ならし
められる。
【００１６】
送り部材６０はレール係合部分６４を備え、このレール係合部分６４は、側方レール２６
の上方縁部の上方を包む二つのタブ６６と、側方レール２６の下方縁部の下方を包む二つ
のタブ６８とを有する。送り部材６０は更に、釘係合部分７０を備える。この釘係合部分
７０は、図４に示されるように、送り部材６０が手動で引っ込み位置に移動された後に解
放されたとき、側方レール２６に最も近い貯蔵ストリップ１２の後端部を形成する釘１４
のシャンク部１４ｂと係合するように適合されている。送り部材６０は更に、釘閉じ込め
部分７２を備える。この釘閉じ込め部分７２は、側方レール２６に最も近い釘ストリップ
１２の幾つかの釘１４のシャンク部１４ｂを、釘閉じ込め部分７２と側方レール２６間に
閉じ込めるように適合されている。
【００１７】
斯くして、送り部材６０は、後述するような仕方で送り部材６０がネガタばね機構１００
によって引っ込み位置から前進位置に向けて移動されたとき、図５において矢印によって
表されるように、係合された釘１４を有する釘ストリップ１２を釘出口２８に向けて送り
込むように適合されている。斯くして、所与の釘ストリップ１２の各釘１４が釘打ち込み
工具１０によって打ち込まれた後、同一の釘ストリップ１２の次の釘１４が次に打ち込ま
れるべき位置に位置するまで、同一の釘ストリップ１２が釘出口２８を通して送り込まれ
る。
【００１８】
送り部材６０は、釘係合部分７０から後方に延びるレール係合部分７６を備える。このレ
ール係合部分７６は、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置内に移動されたときに側
方レール２６に最も近い貯蔵ストリップ１２の幾つかの釘１４のシャンク部１４ｂと、側
方レール２６との間に押し込まれるように配置される。送り部材６０は楔部分７８を備え
る。この楔部分７８は、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置内に移動されたときに
、側方レール２６に最も近い貯蔵ストリップ１２の幾つかの釘１４のシャンク部１４ｂと
、マガジン２０内に貯蔵された次の貯蔵ストリップ１２の幾つかの釘１４のシャンク部１
４ｂとの間に押し込まれるように配置される。
【００１９】
ネガタばね機構３０はばね板 (spring leaf) ８０を備える。このばね板８０は、送り部材
６０が引っ込み位置に向けて移動するときに巻きが解かれると共に送り部材６０が前進位
置に向けて移動するときに再び巻かれるように配置される。有利には図示されるように、
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ばね板８０は、貯蔵ストリップ１２の釘１４のシャンク部１４ｂにほぼ平行をなす軸線の
周りに巻きを解かれ且つ再び巻かれるように配置される。
【００２０】
ばね板８０は、巻かれた前端部８２を有する。この前端部８２は、マガジン２０の出口端
部２２の近傍でスプール８４を介してフレーム４０に取り付けられる。ばね板８０は、送
り部材６０の柱状部分８８に取り付けられた後端部８６を有し、楔部分７８が柱状部分８
８から延びている。後端部８６は送り部材６０の楔部分７８の近傍で柱状部分８８の周り
に巻かれており、この後端部８６は後端部８６自体にスポット溶接される。送り部材６０
の楔部分７８は、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置内に移動されたときに互いに
分離された釘ストリップ１２間にばね板８０を導くように配置される。斯くして、本発明
の特徴によれば、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置内に移動されたときに、図３
に示されるように、ばね板８０が、側方レール２６に最も近い貯蔵ストリップ１２の釘１
４のシャンク部１４ｂと、マガジン２０内に貯蔵されている次の貯蔵ストリップ１２の釘
１４のシャンク部１４ｂとの間に引き込まれるように配置される。送り部材６０が前進さ
れるときに、ばね板８０に沿って移動する釘閉じ込め部分７２とばね板８０とが、図５に
示されるように、送り込まれるべき釘ストリップ１２を、マガジン２０内に貯蔵された他
の釘ストリップ１２から分離する。
【００２１】
次に、貯蔵ストリップ１２を側方レール２６に向けて付勢するための付勢手段５０につい
て説明する。付勢手段５０は、溶接された針金で形成された付勢部材１００を備える。こ
の付勢部材１００は、マガジン２０の出口端部２２の近傍の枢軸取付台１０２と、マガジ
ン２０の反対側端部２４の近傍の二つの枢軸取付台１０４とを介して、フレーム４０に取
り付けられ、この付勢部材１００は作動位置と非作動位置間で旋回移動可能となっている
。枢軸取付台１０２，１０４は、付勢部材１００の枢動軸線を形成すると共に付勢部材１
００の対応する針金端部１０６，１０８を受容するように、互いに整列されている。
【００２２】
図１、図２、図３および図４では、付勢部材１００が作動位置にある状態が示されている
。作動位置では付勢部材１００は、側方レール２６と反対側の開放側部２８を通してマガ
ジン２０内に延入する。図５では、付勢部材１００が非作動位置にある状態が示されてい
る。非作動位置では付勢部材１００がマガジン２０から取り除かれ、その結果釘ストリッ
プ１２が開放側部２８を通してマガジン２０内に装填されることが可能にされる。付勢手
段５０は更に、付勢部材１００を作動位置に係合離脱可能に掛止するための掛止手段１１
０を備える。
【００２３】
図５、図６、図７および他の図に示されるように、掛止手段１１０はレバー１１２を具備
する。このレバー１１２は、フレーム４０の湾曲舌状部１１４回りに掛止位置と所定の範
囲の掛止解除位置との間で旋回移動可能であるようにフレーム４０に取り付けられる。図
６において、レバー１１２の掛止位置が実線で示され、一方レバー１１２の掛止解除位置
が鎖線で示される。掛止手段１１０は更に、頭部１１８を有する支柱１１６を具備し、こ
の支柱１１６は、湾曲舌状部１１４内の開孔１２０と、レバー１１２内の開孔１２２とを
貫通する。掛止手段１１０は更に、支柱１１６周りに展開されたコイルばね１２４を具備
し、このコイルばね１２４は頭部１１８とレバー１１２間で圧縮される。掛止手段１１０
は更に、支柱１１６内の穴（図示しない）を貫通し且つレバー１１２内の開孔１２２を越
えて延びる割りピン１２６を具備し、その結果レバー１１２と支柱１１６とコイルばね１
２４とが湾曲舌状部１１４の近傍でフレーム４０に作動的に取り付けられる。レバー１１
２は、湾曲した端部１３０と、フック付き端部１３２とを有する。この湾曲した端部１３
０によりレバー１１２が、レバー１１２を掛止位置から掛止解除位置内に旋回させるよう
に手動で作動されることができる。
【００２４】
掛止手段１１０は更に、掛金１３４を具備する。この掛金１３４は、枢軸１０４回りに掛
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止位置と所定の範囲の掛止解除位置との間で旋回移動可能であるように、フレーム４０に
取り付けられる。図５では、掛金１３４が掛止解除位置にある状態が示されている。図６
および図７では、掛金１３４が掛止位置にある状態が示されている。掛金１３４は遠位端
部１３６を有し、この遠位端部１３６は、レバー１１２が掛止位置にあり且つ掛金１３４
が掛止位置にあるときに、図６および他の図に示されるようにレバー１１２のフック付き
端部１３２を受容するようにＶ字形状をなす。
【００２５】
更に、付勢手段５０は、付勢部材１００が作動位置に掛止されているときに付勢部材１０
０を、マガジン２０内の開放側部１０６に最も近い貯蔵ストリップ１２上に付勢するため
の付勢手段１４０を備える。付勢手段１４０は捩じりばね１４２を具える。この捩じりば
ね１４２は、枢軸１０４の近傍でピン１４６を介して付勢部材１００の針金端部１０８に
連結された脚部１４４を有し、その結果付勢部材１００が旋回されたときに捩じりばね１
４２が付勢部材１００と共に枢軸１０４回りに回転する。また、捩じりばね１４２は、ピ
ン１５０を介して掛金１３４に連結された脚部１４８を有し、その結果掛金１３４が旋回
されたときに捩じりばね１４２が掛金１３４と共に枢軸１０４回りに回転する。捩じりば
ね１４２は、掛金１３４の遠位端部１３６がレバー１１２のフック付き端部１３２を受容
したときに、付勢部材１００を作動位置内に掛止すると共に付勢部材１００をマガジン２
０の内部の開放側部１０６に最も近い貯蔵ストリップ１２上に付勢するように配置される
。捩じりばね１４２は、レバー１１２が掛金１３４を解放するように作動されたとき、付
勢部材１００の掛止を解除すると共に付勢部材１００がマガジン２０の内部から自由に取
り除かれることができるように配置される。また、レバー１１２が掛金１３４を解放する
ように作動されたとき、掛金１３４は、捩じりばね１４２内に蓄えられたエネルギのため
に掛止位置から掛止解除位置内へ勢い良く移行しようとする傾向を持つ。
【００２６】
図２および他の図に示されるように、マガジン２０は、貯蔵ストリップ１２の下に位置す
るように配置された床部材１６０を具備する。床部材１６０は、種々の長さの釘シャンク
部を収容するように幾つかの位置のいずれかに調節可能に配置されることができるように
フレーム４０に取り付けられる。床部材１６０は、制限ある支柱調節範囲全体に亘り調節
可能な形で位置付けされ得るようにフレーム４０に固定された二つの類似した案内体１６
４を貫通する２本の類似した支柱１６２を介してフレーム４０に取り付けられる。制限あ
る支柱調節範囲は、支柱１６２上に形成された又は設けられた拡大キャップ及び支柱１６
２上に形成された又は設けられた環状リング１６８と同時作用する案内体によって規定さ
れる。支柱１６２は、制限ある支柱回転範囲全体に亘り案内板１６４上で回転可能であり
、下向にマガジン２０の下に延びて、支柱１６２が案内体１６４内で回転させられるにつ
れて床部材１６０と支柱１６２との間で相対的な旋回動作を可能にする二つの類似した回
り継手１７２として床部材１６０を取り付ける二つの類似したブラケット１７０を構成す
る。
【００２７】
更に、フレーム４０には、各々異なる位置にスリット１８２を有する二つのスリット付き
ブラケット１８０が設けられる。各スリット１８２は、支柱１６２及び床部材１６０が制
限ある支柱調節範囲内の適切な位置に調節された時点及び支柱１６２が制限ある支柱回転
範囲内で極限の位置に向かって回転させられ床部材１６０と支柱１６２との間で相対的旋
回動作を引き起こした時点で床部材１６０を収容するように配置される。支柱１６２は、
スリット付きブラケット１８０から床部材１６０を除去するべく制限ある支柱回転範囲内
の中間位置まで回転され得、除去時点で、次に支柱１６２及び床部材１６０を制限ある支
柱調節範囲内の異なる位置まで調節することができる。
【００２８】
斯くして付勢部材１００は、それが掛止手段１１０によって掛止された時点で、スリット
付きブラケット１８０により規定された複数の位置のいずれかでスリット１８２内に床部
材１６０を掛止するべく、床部材１６０に支持されるように配置される。斯くして、付勢
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部材１００は、それが掛止手段１１０によって係合離脱された時点で、次に制限ある支柱
調節範囲内の異なる位置に支柱１６２及び床部材１６０を調節できるようにするべく、床
部材１６０を係合離脱するように配置される。
【００２９】
図２及び他の図に示されるように、釘打ち込み工具１０には既知のタイプの工具作動機構
２００が設けられる。この工具作動機構２００は、ばね２０４によって釘打ち込み工具１
０から離れて作動解除位置まで付勢される工作物接触要素２０２を釘打ち込み工具１０に
向かって作動位置まで移動させるべく、工作物Ｗに対してこの工作物接触要素２０２がし
っかり押し付けられるのでない限り、釘打ち込み工具１０を無効化するように既知の要領
で配置されている。工具作動機構２００の詳細は、本発明の範囲外である。
【００３０】
図８及び図９に示されるように、送り部材６０は、一定の与えられたストリップ１２の全
てが打ち込まれたために送り部材６０が前進位置へと移動させられた時点で工作物接触要
素２０２が作動位置まで移動するのを妨げるべく、工作物接触要素２０２を阻止するよう
に配置された結節２１０を有する。工作物接触要素２０２と結合して移動することができ
るように、アーム２１２がこの工作物接触要素２０２に取り付けられる。アーム２１２は
、送り部材が前進位置へと移動させられた時点で結節２１０を収容するように配置された
凹部２１４を有する。斯くして、送り部材６０が前進位置から引っ込み位置に向かって移
動させられるまで、釘打ち込み工具１０を再び作動させることはできない。
【００３１】
本明細書では、「上部」、「下部」、「上方へ」及び「下方へ」という方向を表す用語は
、本発明を何らかの特定の向きに制限しないように、図示された通りの一般的向きにある
釘打ち込み工具１０及びマガジン２０を指すのに使用されている。
本発明の範囲及び精神から逸脱することなく、上述の好ましい実施形態に様々な修正を加
えることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】複数の釘ストリップを貯蔵し本発明の好ましい一実施形態を構成するマガジンの
備わった、空気駆動式釘打ち込み工具の断片的斜視図である。
【図２】送り要素が引っ込み位置から中間位置まで前進させられたという点を除いて、図
１に示されている通りの、マガジンの開放側部及び釘打ち込み工具の断片的な立面図であ
る。
【図３】マガジンの側方レールに最も近い貯蔵ストリップとマガジン内に貯蔵された次の
ストリップとの間でばね板を導くように引き込まれた状態の送り要素を示す、矢印の方向
にて図２の３－３線に沿ってみた断片的断面図である。
【図４】側方レールに最も近い貯蔵ストリップを送り込むべく前進させられた状態の送り
要素を示す、図２の３－３線に沿ってみた断片的断面図である。
【図５】釘ストリップ無しの開放された状態でのマガジンのもう一方の側面の断片的斜視
図である。
【図６】上から見たマガジンの掛止機構の断片的拡大詳細図である。
【図７】マガジンの片端から見た、図５に示された掛止機構の断面的拡大詳細図である。
【図８】図２に示されている通りの、マガジンのもう１方の側面及び釘打ち込み工具の断
片的立面図である。
【図９】マガジンの側方レールに最も近い貯蔵ストリップの全ての釘が釘打ち込み工具に
よって打ち込まれた時点で送り要素が前進させられる前進位置まで送り機構が前進させら
れていることを除いて、図８に示されている通りの、もう一つの要素とかみ合う送り要素
の断片的詳細図である。
【符号の説明】
１０…釘打ち込み工具
１２…釘ストリップ
１４…釘
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１４ａ…頭部
１４ｂ…シャンク部
２０…マガジン
２２…出口端部
２４…反対側端部
２６…側方レール
３０…ネガタばね機構
６０…送り部材
７２…釘閉じ込め部分
７８…楔部分
８０…ばね板
８８…柱状部分
１００…付勢部材
１１０…掛止手段
１１６…支柱
１３４…掛金
１６０…床部材
１６２…支柱
１６４…案内体
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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